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今秋完成予定のドミトリーいちょう 1 階に、本学教職員・学生が利用できる病児保育施設

がオープンします。現在その準備が着々と進んでおります。つきましては下記の日程で説明

会を行いますので、都合のいい時間にご参加ください。 

〈日時〉8 月 3 日(月)・26 日(水) 各日とも 14:00～と 17:30～の２回実施 

〈場所〉本館３階大会議室 

※後日チラシが配布されますので、詳細についてはそちらをご参照ください。 

また、病児保育施設の名称を公募する予定ですのでぜひお楽しみに(^^ゞ 

【問い合わせ】女性医師支援センター（内線３４８６） ✉E-mail clover@dokkyomed.ac.jp 

 

 

 

センターからのおしらせ 

形成外科学 福田 憲翁 

5 月 27 日にロールモデルとして発表をさせていただきました。我が家は共働きで

はなく、妻は専業主婦ですので、ロールモデル本来の趣旨からはずれるケースで、聞

いてもらえるだろうかと心配しましたが、夫として父親としてどのように家庭、子育

てにかかわっているのか、悩みも含めてお話しさせていただきました。また、我が子

は双子でありまして、双子ならではの苦労や手探りながらの工夫について写真を交え

ながら紹介しました。その後、前澤先生から済生会宇都宮病院に新設された病児保育

のご紹介・報告があり、参加者は皆さん熱心に聴かれていまし 

た。私は発表はもとより、会の参加自体も今回が初めてでした 

が、予想していたよりも多くの方が出席されていました。男性 

の姿もあり関心の高さがうかがえました。今回のような交流会 

やモデル紹介をもっと早く知っていれば、私ももう少し自信を 

もって初期の育児にかかわって行けたのではないかと思います。また、今回参加をし

て、ほかの家庭ではどのように工夫をされているのか、自分が気づかずに過ごしてい

る見習うべきことがどれだけあるのか、知りたいと思うようになりました。 

男性としては、横のつながりは少なく、普段もなかなか同僚と子育てや家庭につい

て話をする機会がないのが現実ではないかと思います。身近にこのような貴重な交流

の場があることをありがたく感じています。都合がつく限りは参加したいと思います

し、ぜひ同僚にも教えてあげたいと考えています。 
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